

































副腎の手術を受けたのは，1966 年 3 月です。そして，同年 8 月からキノホルム剤の投薬がはじま
りました。手術直後でしたから，1 週間飲んだら 2 週間休むといった投薬のしかたでした。それで
も身体が弱っていたので，スモンの症状がでてきたわけです。


































（1）　1964 年 7 月 24 日付『朝日新聞』「五輪ボートコース付近にマヒの奇病続発」と戸田で原因不明の病が集団発生し
たと報じられたことによる。原因は，オリンピック開催地へ予防としてキノホルム剤が配られ，それを服用したこ
とによる集団発生だった。スモンという病名がつけられるまで，地名をとって「戸田病」と呼ばれていた。


















市スモン病患者同盟（3）ができます。2 年後，1969 年 11 月 26 日に初の全国組織として全国スモンの
会が結成されました。この会は，1970 年 4 月には 15 都県 17 団体，会員約 1,200 人という大組織に








辻川　1972 年 4 月 9 日付で，大阪支部から全国スモンの会本部宛にだしたものです。これは，全
国スモンの会の方針を会員みなが共有できるように作成してほしいといったことを要望したもの
で，その後，大阪スモンの会で独自に作成した「全国スモンの会 規約案（大阪支部案）」も 6 月 3
（3）　1967 年 6 月 8 日結成，中心は渡部良策。72 年に米沢スモンの会と改称，73 年県北の患者組織山形スモンの会と
米沢スモンの会が合併「山形県スモンの会」（会長 高橋宮藏）となる。



































（7）　相馬公平（そうま・こうへい　1911‐1997 年）　1970 年に新潟スモンの会を結成，1973 年に各地スモンの会代表































































1978 年 3 月に北陸スモンの判決（12）がでましたが，その前の結審の日が近づいたころ，北陸の弁

















































ない」との強い気持ちで大阪地裁に提訴（1972 年 12 月 26 日）します。このとき，東京地裁可部裁
判長による和解案が，1 次，2 次と提示されてもまったくこれに応じる考えはなく，判決をとること











の会の事務局長としていまやるべきこと，すなわち金沢判決に続く，東京地裁判決（1978 年 8 月 3
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薬害根絶のために記録の活用を
























































































社への抗議，街頭のビラ配りを全国各地のスモン患者が 3 日間続けて行なうという大行動を 1 年間

























































16 日のスモン全面解決要求第 1 次大行動を皮切りに，9 月の第 10 次行
動まで薬害根絶・被害者完全救済を求めてたたみ掛けるように大行動
を行ないました。


























害の根絶を─環境週間・全国公害被害者総行動デー」1976 年 6 月）
（16）　薬害，四大公害以外にも，川崎，西淀川など大気汚染被害者，道路公害，カネミ油症，原発被害者など全国か






































かけの 1 つです。ス全協の事務所は，当時四谷 2 丁目にあって，全国各地から患者が交替で上京し，



































手当をもらっている人は，全国で 1,200 人くらいです。患者は 1 万人以上と言われていたのに……。
─ス全協のなかで研究や自主学習などはやられていましたか？
辻川　裁判が終わって 4 ～ 5 年は大きなかたちで学習会などを何度もやりました。スモン研究班の
先生に講師になってもらったこともあります。
1971 年くらいにスモン研究班（17）が 2 回できましたが，1 回目は 3 年でなくなっています。国は
世論があまりに厳しいから申し訳に 1 回研究班をつくったけれども，全国でたった 11 人の研究員，
年間予算 30 万円でした。それではとても研究になりません。結局，3 年で，これはダメだと解散し
てしまいました。それで，2 回目の研究班ができて，現在は独立行政法人国立病院機構鈴鹿病院が
引き継いで，スモンに関する調査研究班ということで，院長の小長谷正明先生を代表者として研究














（17）　スモンの原因究明と治療法確立のために発足された研究班は大きく 3 つにわけることができる。第 1 に 1964
年発足の前川班である。戸田市での集団発生を受けて厚生省が「腹部症状を伴う脳脊髄炎症の疫学的及び病原的研
究班（通称前川班）」を発足，班員は前川孫二郎，椿忠雄ら 11 名で，年間予算 30 万円だった。67 年前川班は解散

























1979 年 9 月 7 日にやっと国会で薬事二法が成立し，私たちは，今後の薬害の根絶と薬害被害者
救済基金のめどもたって，大臣の謝罪と解決のルールを定めた確認書と恒久対策確立のための継
続協議を約束した大臣の署名入り文書も勝ちとりました。この協議約束にもとづいて 40 年間，少




し返してきた歴史です。2004 年になって，やっと償いの医療であることを認め，（2 月 6 日）医療






（18）　国の難病対策は，スモンが契機となり 1972 年 10 月に「難病対策要綱」が策定されたことにはじまる。要綱と
ともに医療費助成がスタートし，対象はスモン，ベーチェット病，無症筋無力症，全身性エリテマトーデスの 4 疾




（19）　医薬品副作用被害者救済制度の給付の対象となるのは，「1980 年 5 月 1 日以降に医薬品等を適正に使用したに
もかかわらず発生した副作用による疾病」と定められている（https://www.pmda.go.jp/index.html，2019 年 4 月 3
日確認）。
（20）　平成 29 年度全国薬務関係主管課長会議，2018 年 2 月 27 日開催（https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-
























が，米国においては，昭和 20（1945）年デーヴィッドの警告，昭和 35（1960）年 FDA の勧告にみ
られるように，適応症はアメーバ赤痢に制限され，その治療においてさえも，服用量・服用期間が
相当程度に制限されていた」とありました。一方で，日本においてはアメーバ赤痢以外の治療にも
使われ，製薬 3 社の能書きには「副作用は全くみられない」（1956 年エマホルム能書き），「長期に
及ぶ治療の後でも，きわめて良好な耐容性があるため，薬物過敏症の患者，小児及び高年者にも使
用できる特長を有している」（1966 年エンテロ・ヴィオフォルム能書き）などと記載され，大量生
産，販売されていました。1936 年に劇薬指定を受けていたのに，1939 年の日本薬局方（21）改正で普
通薬として収載され，劇薬指定を解除されているんです。そして，戦後もそれを踏襲し，普通薬と
（21）　医薬品の規格基準書。薬事法（現薬機法）により定められる。1939 年内務省は理由なくキノホルムの劇薬指定
を解除し，第 5 改正日本薬局方（戦時薬局方）に普通薬として収載された。
図 13　スモン公害センター開設パーティ案内。現在も
ス全協の事務所を併設している（0002-B23-145-23）
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薬害根絶のために記録の活用を
して販売されていた。どうしてこういうことになったのか。
─辻川さんのお話をうかがって，若い学生さんはどういう反応ですか？
辻川　いろいろ感想文を書いてきてくれます。最近の学生は，まずスモンを知らないですからね。
でも，「そういう経過を経ながらがんばっていることに感動した」という感想が多いです。それから，
患者さん自身の姿を見るだけで感動するという感想をもらったこともありますね。
─語り部活動というのは，水俣病など他の公害でもやられている方が多いですね。資料を見て
当時のことを知るというのも 1 つですが，被害を受けた方から直接お話を伺うことで理解を深める
というのは大事なことだなと思います。
時が経てくると，患者さんも少なくなっていってしまうということがあるので，なおさら寄贈い
ただいた資料がスモンを知るきっかけになるという意味で，大事になってくるのかなと思います。
辻川　そうですね。大事ですね。いま大原で横断幕などを展示しているのでしょう？ あれは，集
会の時に垂らしていたり，デモで歩いていくのに掲げていましたね。私はほとんど裏方だったから，
デモの先頭には立ってないですけど。
私はいま自宅から最寄り駅まで歩くのがやっとという感じです。歩くのが苦痛ですから。でも，
無理して歩いているから，この事務所がまだ続いているんだと思います。事務所には週 3 日きて
作業しています。いろいろな団体，患者団体，障害者団体，保健や医者の団体から集会をやるか
らメッセージをくれなどの連絡を受けます。それから原稿を書いてくれという依頼もありますから，
そういう対応をしています。
─スモン被害者である辻川さんが語ったり，環境アーカイブズで資料が公開されることで記憶
を継いでいくということになると思うのですが，そのことの意義をどうお感じになるでしょうか。
辻川　運動の中身よりも，こういうことがどうして起こるのか，どうすべきなのかということを
知ってほしいです。でも，一所懸命がんばった姿があるのですから，そのことはもうちょっといま
の方たちにも知っていただきたいと思います。まだまだ多くの公害裁判が続いていますが，運動と
いうことではなくて理屈っぽくなっていますからね。
─ありがとうございました。
（聞き手：清水善仁，川田恭子）
